
平成 29 年 11 月 13 日 第１回青森市健康福祉審議会 

地域保健専門分科会資料    健康づくり推進課 

 

平成 29 年度 糖尿病重症化予防の訪問指導について 

 

１ 目 的  

本市では、全国と比較した死因別死亡の割合（標準化死亡比）において、糖尿病が起因

となることが多い腎不全による死亡が、男性が全国の約 2 倍、女性が約 1.5 倍近くとな

っており、糖尿病による死亡も男性は約 1.5 倍に及ぶ。さらには、青森市国民健康保険の

特定健康診査結果において、肥満、高血糖の判定割合が全国より高い状況にあることか

ら、市民の糖尿病リスクが高いことが推察される。 

このことから、糖尿病重症化予防の保健指導を行い、受療勧奨をするとともに、市民の

生活実態から糖尿病リスクの要因を把握することで、市の今後の糖尿病重症化予防の指

導体制の構築を図る。 

 

２ 対象者選定および保健指導の流れ ※詳細は別紙参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実施者  

青森市保健部 青森市保健所 健康づくり推進課 保健師等 

青森市福祉部 国保医療年金課 保健師等 

対象者  青森市国保 特定健康診査（40～74 歳） 

 

 

 

 

 

 

 

糖尿病未受療の者 

・集団健診・個別健診受診者 

・HbA1c6.5％以上または空腹時血糖 126mg/dl 以

上  

・糖尿病「服薬なし」と回答し、未受療である者 

対象者へハガキ通知後 訪問等による保健指導（受療勧奨） 

糖尿病受療中の者 

・集団健診受診者  

・HbA1c6.5％以上または空腹時血糖 126mg/dl 以

上  

・糖尿病「服薬あり」と回答し、受療中断傾向に

ある者 

市民の糖尿病リスクの要因を把握 

市の糖尿病重症化予防の指導体制の構築 

糖尿病重症化予防の指導における課題の検証 


